
平成 １３  年 １ 月 筑紫鍼灸院
旧暦 極　 月
       春待月
       晩　 冬養 生 之 暦

三十
十
二

十
四
十
五
十
六
十
七
十
八
十
九 廿

廿
一
廿
二
廿
三
廿
四 一

1 2 103 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 28 29 3027

八

月 日 土 火 水金 月 火 木 土土

五

火

七 九

日

十
一

金

十
三

木水

廿
五
廿
六

月 火

廿
七

水 木 金

廿
八
廿
九 二

土木 金 月日

四

水

31
水

八

火月日

五四 七六

上
弦

望 下
弦

大
寒

朔旧暦

月出 01:44
月没 12:57

日出 07:19
日没 17:44
月出 08:26
月没 19:11

日出 07:23
日没 17:29
月出 19:11
月没 08:30

◆
晩
冬
　
五
日
小
寒
、
二
十
一
日
大
寒
。
こ
の

冬
も
ま
た
暖
冬
の
よ
う
で
、
過
ご
し
や
す
い
日

和
が
続
い
て
い
ま
す
。

◆
平
成
も
十
三
年
、
昭
和
で
言
う
と
七
十
六
年

と
な
り
ま
す
。
『
二
〇
〇
一
年
』
が
近
未
来
Ｓ

Ｆ
の
題
材
だ
っ
た
昭
和
四
十
三
年
頃
、
私
は
中

学
生
で
し
た
。
三
十
三
年
後
の
今
、
人
間
を
裏

切
り
支
配
す
る
よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
ま
だ

生
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
（
原
理
的
に
無
理
な
話
で

す
が
）
。
暗
い
未
来
を
予
感
し
表
明
す
る
こ
と

自
体
が
、
暗
く
は
な
い
未
来
を
信
じ
て
い
る
健

全
な
人
性
の
証
で
あ
る
、
と
い
う
逆
説
が
あ
り

ま
す
。
文
明
の
力
は
い
つ
で
も
健
全
で
す
。

◆
去
年
一
月
の
暦
に
持
病
の
腰
痛
の
こ
と
を
書

い
た
の
で
す
が
、
今
年
も
暮
れ
か
ら
椎
間
板
が

ズ
キ
ズ
キ
と
疼
き
だ
し
、
一
時
は
杖
が
要
る
ほ

ど
苦
し
み
ま
し
た
。
趣
味
の
領
域
に
達
し
つ
つ

あ
っ
た
床
磨
き
と
ワ
ッ
ク
ス
が
け
が
こ
た
え
た

の
で
し
ょ
う
が
、
人
は
「
祟
り
じ
ゃ
な
い
」
と

言
っ
て
ヘ
ッ
ピ
リ
腰
を
か
ら
か
い
ま
す
。
と
に

か
く
起
立
す
る
と
ガ
ク
ッ
、
ズ
キ
ズ
キ
と
き
て

腰
が
萎
え
て
し
ま
い
ま
す
。
腰
曲
が
り
の
Ｆ
さ

ん
や
Ｔ
さ
ん
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

お
ま
け
に
、
お
友
達
の
喘
息
の
軽
発
作
に
見
舞

わ
れ
、
咳
を
す
る
の
も
難
儀
で
す
。
年
男
の
辛

さ
で
し
ょ
う
か
ト
ホ
ホ
。

◆
し
か
し
、
転
ん
で
も
た
だ
起
き
る
ほ
ど
の
善

人
で
は
な
い
の
か
、
治
療
上
の
核
心
を
幾
つ
か

拾
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
こ
の
核
心
を
確
信
し

て
本
業
に
も
力
を
入
れ
た
い
も
の
で
す
。

忘
ら
る
る
こ
と
な
ど
も
な
き
日
々
の
あ
り

　
　
　
　
虚
空
を
わ
た
る
夢
見
ゐ
の
頃

月出 13:02
月没 --:--

旧暦
月

小
寒

no.53

十
二 月

一

かのと み

辛 巳
２００１年

謹
賀
新
年

月
清
く
い
の
ち
洗
ひ
て

　
　
　
　
去
年
今
年



平成 １３  年 ２ 月 筑紫鍼灸院
旧暦 睦　 月
       初春月
       初　 春

養 生 之 暦

三十
十
二

十
四
十
五
十
六
十
七
十
八
十
九 廿

廿
一
廿
二
廿
三
廿
四 一

1 2 103 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827
日 土 火 水金 月 火 木 土土

五九

日

十
一

金

十
三

木 水

丗
廿
五
廿
六

月 火

廿
七

水 木 金

廿
八
廿
九 二

土木 金 月日

四

水 火月日

六

上
弦

望 下
弦

雨
水

朔旧暦

月出 00:34
月没 11:32

日出 06:55
日没 18:10
月出 07:02
月没 18:01

日出 07:08
日没 17:57
月出 17:55
月没 07:05

◆
初
春
　
三
日
節
分
、
四
日
立
春
、
十
八
日
雨

水
。
先
月
は
久
し
ぶ
り
に
背
振
の
山
々
も
雪
化

粧
し
て
冬
ら
し
い
厳
し
い
寒
さ
が
数
日
ほ
ど
続

き
ま
し
た
。
大
陸
奥
地
の
大
気
の
状
況
が
実
時

間
で
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
大
雪
の
週
間
予
報

も
当
た
り
ま
し
た
。
た
だ
、
傾
向
と
し
て
は
暖

冬
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
よ
う
で
、
灯
油

の
消
費
量
も
昨
年
の
半
分
以
下
の
よ
う
で
す
。

◆
二
度
目
の
腰
痛
体
験
か
ら
い
く
つ
か
拾
い
も

の
を
し
ま
し
た
。
「
筋
ト
ー
ヌ
ス
」
の
縦
の
系

を
強
く
実
感
し
、
痛
み
の
考
え
方
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
筋
ト
ー
ヌ
ス
と
は
、
筋
の

緊
張
の
具
合
、
つ
ま
り
「
張
り
」
と
い
う
ほ
ど

の
意
味
で
す
。
経
（
た
て
）
に
連
な
る
幾
つ
も

の
筋
肉
が
、
相
互
に
関
連
し
合
っ
て
「
張
り
」

の
歪
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
経
の
存
在

が
鍼
灸
治
療
の
根
幹
を
な
す
考
え
方
で
あ
り
、

知
識
や
経
験
と
し
て
は
十
二
分
に
理
解
し
、
そ

の
仕
組
み
を
治
療
に
応
用
し
て
き
た
わ
け
で
す

が
、
そ
れ
を
実
体
験
し
実
感
し
て
新
た
な
理
解

が
得
ら
れ
た
、
と
い
う
訳
で
自
分
で
病
ん
で
み

る
も
の
で
す
。

◆
一
般
論
と
し
て
、
痛
み
に
は
三
つ
の
相
が
あ

る
と
考
え
て
み
ま
す
。
一
相
＝
損
傷
し
た
局
所

組
織
の
痛
み
、
二
相
＝
続
発
し
て
生
じ
る
周
辺

や
縦
の
系
の
筋
肉
や
腱
や
神
経
の
働
き
の
歪
み

に
よ
る
痛
み
、
三
相
＝
以
上
の
痛
み
に
対
す
る

恐
れ
や
不
安
そ
し
て
迷
い
が
高
じ
、
心
の
苦
と

し
て
感
ぜ
ら
れ
る
痛
み
。
傷
自
体
は
、
一
定
の

安
静
と
時
間
を
要
す
る
生
体
の
自
己
修
復
で
し

か
癒
え
ま
せ
ん
。
予
後
予
測
と
楽
観
的
確
信
、

そ
れ
に
諦
観
が
不
安
へ
の
処
方
で
す
。
そ
れ
で

治
療
が
直
接
に
関
与
で
き
る
の
は
、
二
相
の
筋

の
歪
み
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
治
療
の
効
果
と
限
界
は
、
こ

の
辺
り
か
ら
考
え
る
と
解
る
よ
う
で
す
。

椿
さ
く
山
辺
の
道
春
立
ち
て

　
　
踏
み
し
く
雪
を
一
人
聴
き
つつ

月出 11:34
月没 --:--

旧暦節
分

no.54

一月 二月

風
花
の
舞
ひ
見
あ
ぐ
れ
ば
空
疼
き

立
春

旧小正月



平成 １３  年 ３ 月 筑紫鍼灸院
旧暦 如　 月
       梅見月
       仲　 春

養 生 之 暦

三

七

十
十
二

十
四
十
五
十
六
十
七
十
八
十
九 廿

廿
一
廿
二
廿
三
廿
四 一

1 2 103 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827

八

日 土 火 水金 月 火 木 土土

五七 九

日

十
一

金

十
三

木 水

丗
廿
五
廿
六

月 火

廿
七

水 木 金

廿
八
廿
九 二

土木 金 月日

四

水

31

金火月日

六

3029

土

木

上
弦

望 下
弦

春
分

朔旧暦

月出 01:19
月没 11:31

日出 06:16
日没 18:33
月出 06:37
月没 18:42

日出 06:36
日没 18:22
月出 19:01
月没 07:04

◆
仲
春
　
五
日
啓
蟄
、
二
十
日
春
分
、
二
十
七

日
は
上
巳
（
桃
の
節
供
）
。
三
寒
四
温
は
、
朝

鮮
，
満
州
方
面
の
冬
の
天
気
を
言
う
諺
だ
そ
う

で
す
が
、
日
本
で
は
晩
冬
か
ら
春
先
に
か
け
て

あ
て
は
ま
る
気
象
現
象
の
よ
う
で
す
。
先
月
半

ば
、
雨
ま
じ
り
で
車
を
汚
し
て
く
れ
た
黄
砂
現

象
と
共
に
大
陸
の
風
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
春

先
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
里
山
の
谷
あ
い
を
歩
く

と
、
ま
だ
堅
い
木
の
芽
が
光
に
満
ち
た
沢
水
に

照
ら
さ
れ
、
じ
っ
と
見
て
い
る
だ
け
で
嬉
し
く

な
り
ま
す
（
ま
だ
チ
ト
寒
い
で
す
が
）
。

◆
筋
肉
に
は
、
手
足
や
腰
を
動
か
す
働
き
と
、

足
首
や
膝
や
首
を
支
え
固
定
す
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
各
所
の
筋
肉
は
、
こ
の
二
種
類
の
働
き

の
ど
ち
ら
か
が
主
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

障
害
の
原
因
や
誘
因
に
な
る
の
は
、
支
え
固
定

す
る
筋
肉
た
ち
で
す
。
例
え
ば
、
腕
の
力
コ
ブ

を
作
る
上
腕
二
頭
筋
や
太
股
の
前
の
大
腿
四
頭

筋
は
手
足
を
大
き
く
動
か
す
筋
肉
の
代
表
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
筋
肉
に
問
題
が
生
ず
る
こ
と
は

外
傷
を
除
い
て
少
な
い
も
の
で
す
。
そ
れ
に
対

し
て
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
や
太
股
の
後
ろ
側

の
筋
肉
は
支
え
固
定
す
る
筋
肉
の
代
表
で
、
そ

れ
ぞ
れ
膝
痛
や
腰
痛
の
誘
因
に
な
っ
た
り
、
関

節
障
害
や
椎
間
板
障
害
に
よ
る
疼
痛
を
悪
化
さ

せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
自
身
の
力
で
大
き
く
広
く
伸
び
縮
み
し
て
動

い
て
い
る
筋
肉
は
、
い
つ
も
自
分
で
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
筋
肉
の
張
り

や
凝
り
も
少
な
い
も
の
で
す
。
支
え
固
定
す
る

ば
か
り
で
、
大
き
な
伸
び
縮
み
の
少
な
い
筋
肉

は
、
一
般
に
緊
張
度
が
高
く
、
芯
は
硬
く
棒
状

板
状
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
筋
肉
を
柔
ら
か
く
す
る
こ
と
が
、
運

動
器
の
障
害
の
予
防
と
治
療
の
第
一
歩
で
す
。

見
あ
げ
た
る
頭
は
白
く
お
ぼ
ろ
月

　
　
　
う
し
ろ
姿
の
思
ひ
出
づ
ら
ん

月出 11:28
月没 00:48

旧暦彼
岸
入
り

no.55

二月 三月

ゆ
く
人
の
思
ひ
出
ひ
と
つ
朧
月

啓
蟄

彼
岸
明
け

旧
雛
祭
り

上
巳雛

祭
り



平成 １３  年 ４ 月 筑紫鍼灸院
旧暦 弥　 生
       花見月
       晩　 春

養 生 之 暦

三十
十
二

十
四
十
五
十
六
十
七
十
八
十
九 廿

廿
一
廿
二
廿
三
廿
四 一

1 2 103 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827

八

日 土 火 水 月月 火 木 土 土

五 七九

日

十
一

金

十
三

日水

丗
廿
五
廿
六

月 火

廿
七

水 木 金

廿
八
廿
九 二

土木 金 月日

四

水 金火月日

六

3029
木

上
弦

望 下
弦

穀
雨

朔旧暦

月出 01:42
月没 11:54

日出 05:38
日没 18:55
月出 06:10
月没 19:30

日出 05:55
日没 18:44
月出 18:54
月没 06:10

◆
晩
春
　
五
日
清
明
、
二
十
日
穀
雨
。
三
月
も

あ
っ
と
い
う
ま
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
旧

暦
三
月
の
異
称
は
、
花
見
月
ま
た
は
花
月
。
こ

の
暦
が
着
く
頃
に
は
き
っ
と
見
頃
で
し
ょ
う
。

◆
腰
や
膝
、
肩
や
首
な
ど
の
障
害
の
予
防
と
治

療
の
第
一
歩
は
、
そ
れ
ら
の
部
位
を
支
え
固
定

す
る
こ
と
が
主
で
、
伸
び
縮
み
が
少
な
い
支
持

系
筋
を
柔
か
く
保
つ
こ
と
で
す
。

◆
ふ
く
ら
は
ぎ
と
太
股
の
後
ろ
の
筋
肉
は
支
持

系
筋
の
代
表
格
で
、
特
に
ふ
く
ら
は
ぎ
の
深
部

の
筋
肉
は
、
十
人
中
九
人
が
芯
は
硬
く
棒
状
板

状
で
押
す
と
と
て
も
痛
い
も
の
で
す
。
こ
の
筋

肉
は
、
足
首
を
固
定
し
て
起
立
姿
勢
を
支
え
る

と
共
に
、
身
体
を
持
ち
上
げ
地
面
を
蹴
る
こ
と

で
歩
行
に
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
普
通
の

歩
行
で
は
身
体
を
持
ち
上
げ
る
高
さ
も
低
く
、

蹴
る
角
度
も
小
さ
い
た
め
、
伸
縮
の
少
な
い
動

作
と
固
定
す
る
働
き
が
専
ら
で
す
。
縮
こ
ま
っ

た
状
態
で
年
中
働
い
て
い
る
た
め
に
芯
が
硬
く

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

◆
伸
び
縮
み
が
少
な
く
支
え
る
ば
か
り
の
支
持

系
の
筋
肉
は
、
緊
張
度
も
高
く
、
収
縮
や
疲
労

の
残
留
が
大
き
く
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の
支
持

系
筋
群
の
こ
わ
ば
り
が
、
ス
ム
ー
ス
な
動
作
を

微
妙
に
妨
げ
、
円
滑
な
ら
ざ
る
運
動
の
反
復
は

関
節
を
障
害
す
る
遠
因
と
な
り
ま
す
。

◆
養
生
の
原
則
は
、
こ
れ
ら
の
支
持
系
筋
群
に

①
中
等
度
の
荷
を
か
け
て
広
く
大
き
く
使
う
、

②
中
～
強
度
の
圧
迫
刺
激
を
加
え
る
、
③
い
わ

ゆ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
、
の
三
段
階
で
す
。
ふ
く
ら

は
ぎ
で
は
、
踵
を
持
ち
上
げ
爪
先
立
ち
を
す
る

よ
う
な
ゆ
っ
く
り
と
し
た
歩
行
（
野
球
選
手
が

よ
く
や
っ
て
い
ま
す
）
。
足
の
裏
の
半
分
を
階

段
の
端
に
付
け
て
爪
先
立
ち
し
、
そ
の
後
ゆ
っ

く
り
と
ア
キ
レ
ス
腱
が
十
分
に
伸
び
る
ま
で
踵

を
落
と
す
（
何
か
に
つ
か
ま
っ
て
）
。
等
々

い
や
お
い
の
野
に
佇
み
て
な
が
め
い
る

　
　
う
き
世
を
い
と
ふ
花
の
心
に

月出 11:07
月没 00:48

旧暦

no.56

三月 四月

ゆ
く
春
や
寝
ぼ
け
ま
な
こ
に
か
す
み
立
ち

清
明



平成 １３  年 ５ 月 筑紫鍼灸院
旧暦 卯　 月
       花残月
       初　 夏

養 生 之 暦

三十
十
二

十
四
十
五
十
六
十
七
十
八
十
九 廿

廿
一
廿
二
廿
三
廿
四 一

1 2 103 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827

八

土 火 水 月月 火 木 土 土

五 七九

日

十
一

金

十
三

日水

廿
五
廿
六

火

廿
七

水 木 金

廿
八
廿
九 二

土木 金 月日

四

水 金火月日

六

3029
木 火 水

木

八

九

31

上
弦

望 下
弦

小
満
朔旧暦

月出 01:00
月没 11:33

日出 05:13
日没 19:17
月出 05:20
月没 19:24

日出 05:24
日没 19:06
月出 18:47
月没 05:16

◆
初
夏
　
五
日
立
夏
、
二
十
一
日
小
満
。
旧
暦

四
月
の
異
称
は
、
花
の
こ
り
月
。
朝
夕
は
肌
寒

く
も
あ
り
、
初
夏
の
語
感
に
は
異
和
感
が
あ
り

ま
す
が
、
少
し
体
を
動
か
せ
ば
心
地
よ
い
汗
を

か
く
一
年
中
で
最
も
過
ご
し
や
す
い
時
候
。
紫

外
線
量
が
最
も
多
い
時
季
で
も
あ
り
ま
す
。

◆
体
温
調
節
の
仕
組
み
も
冬
型
か
ら
夏
型
へ
の

衣
替
え
が
完
了
す
る
頃
で
す
が
、
体
表
の
血
管

や
汗
腺
の
開
き
具
合
が
不
十
分
だ
と
体
内
に
熱

が
籠
り
、
上
半
身
の
火
照
り
や
の
ぼ
せ
、
下
半

身
の
冷
え
と
い
っ
た
不
快
感
を
伴
う
風
邪
様
の

症
状
に
陥
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
気
血
が
の
び

や
か
に
体
内
を
巡
ら
ぬ
た
め
、
内
臓
機
能
の
不

調
も
生
じ
や
す
い
も
の
。
養
生
の
基
本
は
、
早

足
歩
き
な
ど
適
度
な
運
動
で
発
汗
を
促
す
、
青

竹
踏
み
や
内
く
る
ぶ
し
の
下
の
指
圧
な
ど
に
よ

っ
て
、
足
が
温
か
く
な
る
よ
う
に
下
半
身
に
気

血
を
誘
導
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

◆
伸
び
縮
み
が
少
な
く
支
え
る
ば
か
り
の
支
持

系
の
筋
肉
が
硬
い
と
ス
ム
ー
ス
な
動
作
が
妨
げ

ら
れ
、
そ
れ
が
ス
ジ
や
関
節
を
障
害
す
る
遠
因

と
な
り
ま
す
。
太
股
の
後
ろ
の
筋
肉
は
、
ふ
く

ら
は
ぎ
の
次
に
支
持
系
筋
の
代
表
格
で
、
脊
椎

動
物
に
共
通
し
て
体
中
で
最
大
の
筋
肉
で
す
。

こ
の
筋
肉
が
硬
い
と
体
前
屈
が
出
来
に
く
く
な

り
ま
す
。
腰
を
か
が
め
る
動
作
の
八
割
以
上
は

股
関
節
で
起
こ
り
、
腰
の
動
き
は
小
さ
い
の
で

す
が
、
股
の
後
ろ
の
筋
肉
が
硬
い
と
股
関
節
の

動
き
が
制
限
さ
れ
、
腰
に
無
理
な
力
が
か
か
り

こ
れ
が
、
腰
痛
症
の
一
因
と
な
り
ま
す
。
現
代

の
若
者
の
大
半
は
腰
が
硬
く
、
体
前
屈
で
も
プ

ラ
ス
三
十
㌢
は
ざ
ら
で
す
。
腰
痛
予
防
の
一
歩

は
、
股
の
後
ろ
の
筋
肉
を
柔
ら
か
く
保
つ
こ
と

で
す
。
こ
れ
が
、
結
構
に
難
し
い
の
で
す
。

月出 12:10
月没 01:32

旧暦

no.57

五月 六月

若
菜
摘
む
む
か
し
乙
女
は
稚
児
め
き
て

立
夏

下
弦

八十八夜
月出 12:18
月没 00:59

花
さ
き
て
花
ち
り
て
な
お
咲
く
花
に

　
　
こ
と
わ
り
知
ら
ず
ま
た
稚
児
め
き
て



平成 １３  年 ６ 月 筑紫鍼灸院
旧暦 皐　 月
       早苗月
       仲　 夏

養 生 之 暦

三十
十
二

十
四
十
五
十
六
十
七
十
八
十
九 廿

廿
一
廿
二
廿
三
廿
四 一

1 2 103 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827
土 火 水 月月 火 木 土 土

五 七

日

十
一

金

十
三

日水

廿
五
廿
六

土

廿
七

木金

廿
八
廿
九 二

土木 金 月日

四

水 金

十

火月日

六

3029
木 火 水 金

八 九

上
弦

望 下
弦

夏
至

朔旧暦

月出 01:00
月没 11:33

日出 05:13
日没 19:17
月出 05:20
月没 19:24

日出 05:24
日没 19:06
月出 18:47
月没 05:16

◆
仲
夏
　
五
日
芒
種
、
二
十
一
日
夏
至
。
旧
暦

五
月
の
異
称
は
早
苗
月
。
先
月
の
暦
は
旧
暦
の

月
数
が
ま
る
で
違
っ
て
い
た
よ
う
で
、
今
月
中

旬
ま
で
が
閏
月
の
四
月
で
、
二
十
一
日
の
夏
至

か
ら
が
五
月
で
し
た
。
閏
月
と
い
う
の
が
ピ
ン

と
こ
な
い
の
で
見
過
ご
し
た
よ
う
で
す
。
梅
雨

は
五
月
雨
な
の
で
し
た
。

◆
日
中
む
し
む
し
と
暑
い
か
と
思
え
ば
、
朝
夕

少
し
冷
え
る
の
が
こ
の
頃
の
時
候
で
す
。
こ
の

時
期
は
寝
て
い
る
時
の
体
温
調
節
の
難
し
さ
か

ら
く
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
り
ま
す
。
寝
入
る

頃
は
ち
ゃ
ん
と
フ
ト
ン
に
く
る
ま
っ
て
も
、
夜

中
に
は
フ
ト
ン
を
は
ね
の
け
、
明
け
方
に
は
露

出
し
た
身
体
を
冷
や
し
て
し
ま
う
、
そ
の
た
め

寝
違
え
や
ギ
ッ
ク
リ
腰
な
ど
の
筋
の
症
状
や
、

の
ど
痛
や
発
熱
を
主
と
し
た
風
邪
ら
し
く
な
い

風
邪
な
ど
、
「
風
湿
」
が
悪
さ
を
し
ま
す
。
寝

具
を
よ
く
乾
燥
す
る
、
窓
を
開
け
て
寝
な
い
、

瓜
科
の
食
物
を
食
べ
て
体
内
の
「
除
湿
」
を
図

る
、
な
ど
の
養
生
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
伸
び
縮
み
が
少
な
く
支
え
る
ば
か
り
の
支
持

系
の
筋
肉
が
硬
い
と
ス
ム
ー
ス
な
動
作
が
妨
げ

ら
れ
、
そ
れ
が
ス
ジ
や
関
節
を
障
害
す
る
遠
因

と
な
り
ま
す
。
腰
痛
予
防
の
一
歩
は
、
太
股
の

後
ろ
の
筋
肉
を
柔
ら
か
く
保
つ
こ
と
で
す
。
こ

れ
が
、
結
構
に
難
し
い
の
で
す
が
、
支
持
系
の

硬
い
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
に
は
、
①
軽
い
圧
迫
、
②

最
大
範
囲
・
最
大
筋
力
の
動
作
、
③
ス
ト
レ
ッ

チ
ン
グ
、
④
強
い
圧
迫
、
の
四
段
法
を
処
方
し

て
い
ま
す
。
太
股
の
後
ろ
の
筋
肉
に
つ
い
て
は

マ
シ
ン
を
使
わ
な
い
と
一
人
で
は
難
し
く
、
二

人
組
に
な
っ
て
行
う
方
法
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

◆
ハ
ン
セ
ン
病
裁
判
の
国
側
控
訴
断
念
は
、
何

か
し
ら
深
い
と
こ
ろ
で
ホ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
よ

う
な
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
や
さ
し
さ
と
む
ご
さ

は
不
即
不
離
で
す
が
、
そ
れ
で
も
よ
か
っ
た
。

旧暦

no.58

閏四月 五月

鈴
生
り
のR

u
b
y

摘
む
手
の
ぬ
く
さ
か
な

芒
種

月出 12:18
月没 00:59

つ
や
や
か
に
初
夏
の
光
に
つ
つ
ま
れ
て

　
　
な
れ
に
届
け
し
紅
玉
す
ゆ
き

入
梅

旧
端
午



平成 １３  年 ７ 月 筑紫鍼灸院
旧暦 水無月
       田草月
       晩　 夏

養 生 之 暦

三
十
二

十
四
十
五
十
六
十
七
十
八
十
九 廿

廿
一
廿
二
廿
三
廿
四 一

1 2 103 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827
火 水 月月 火 木 土 土

五 七

日

十
一

金

十
三

日水

丗
廿
五
廿
六

土

廿
七

木

廿
八
廿
九 二

土木 金 月日

四

水

31

金

十

火月日

六

3029
木 火 水 金

八 九

火

月日

十
一

上
弦

望 下
弦

大
暑

朔旧暦

月出 00:06
月没 12:47

日出 05:23
日没 19:27
月出 05:27
月没 20:02

日出 05:14
日没 19:32
月出 20:11
月没 05:26

◆
晩
夏
　
七
日
小
暑
、
二
十
三
日
大
暑
。
旧
暦

六
月
は
田
草
月
、
涼
暮
月
、
常
夏
月
、
鳴
神
月

松
風
月
、
蝉
羽
月
、
風
待
月
な
ど
多
く
の
異
称

を
も
っ
て
い
ま
す
。
異
称
の
多
さ
は
、
仕
事
は

そ
こ
そ
こ
で
暇
が
あ
り
、
人
事
風
物
に
関
心
が

向
き
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

◆
福
岡
で
日
出
が
最
も
早
い
の
が
六
月
中
旬
か

ら
下
旬
の
五
時
八
分
頃
、
日
没
が
最
も
遅
い
の

が
六
月
下
旬
か
ら
七
月
初
旬
の
七
時
三
十
三
分

頃
と
な
っ
て
い
ま
す
。
夕
刻
に
戸
外
で
会
食
す

る
に
は
最
適
な
時
候
で
す
。

◆
二
日
の
半
夏
（
は
ん
げ
）
は
、
佛
教
語
で
、

イ
ン
ド
で
僧
が
夏
の
雨
期
の
間
（
四
月
十
六
日

か
ら
七
月
十
五
日
ま
で
）
遊
行
（
ゆ
ぎ
ょ
う
）

を
避
け
て
一
定
の
場
所
に
こ
も
り
、
修
行
し
た

年
中
行
事
で
あ
る
夏
安
居
（
げ
あ
ん
ご
）
、
ま

た
は
夏
行
（
げ
ぎ
ょ
う
）
、
つ
ま
り
坊
さ
ん
の

夏
期
休
暇
兼
集
中
セ
ミ
ナ
ー
み
た
い
な
期
間
の

中
間
の
日
を
意
味
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

◆
土
用
は
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
九
十
日
あ
る
う
ち

の
終
わ
り
の
五
分
の
一
を
あ
て
た
期
間
で
、
立

春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
前
各
十
八
日
間
。

一
般
に
は
、
夏
の
土
用
を
指
し
、
小
暑
か
ら
十

三
日
目
の
土
用
の
入
り
か
ら
、
土
用
が
明
け
る

立
秋
（
今
年
は
八
月
七
日
）
ま
で
の
最
も
暑
い

盛
夏
の
十
八
日
間
で
す
。
暑
気
あ
た
り
を
避
け

て
元
気
を
つ
け
る
た
め
、
冬
瓜
や
ニ
ン
ニ
ク
、

鰻
な
ど
を
食
べ
る
風
習
が
あ
り
、
丑
の
日
（
十

二
支
に
よ
る
日
付
）
は
特
に
鰻
屋
の
販
売
促
進

日
と
し
て
江
戸
時
代
に
定
着
し
た
よ
う
で
す
。

◆
苦
味
や
渋
味
の
あ
る
食
べ
物
（
旬
の
食
物
、

特
に
瓜
科
・
ナ
ス
科
の
植
物
）
は
、
利
尿
を
促

し
身
熱
を
清
ら
か
に
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
二
ケ
月
ほ
ど
は
、
の
ら
り
く
ら
り
で
熱
暑

を
や
り
過
ご
す
の
が
養
生
の
極
意
で
し
ょ
う
。

旧暦

no.59

五月 六月

頑
な
に
麦
の
穂
わ
た
る
風
清
し

小
暑

月出 12:21
月没 23:54

あ
ら
ぶ
れ
て
言
ひ
し
子
ら
の
天
ノ
邪
鬼

　
　
こ
こ
ろ
煤
け
て
懐
か
し
く
な
る

土
用

半
夏

土
用
の
丑



平成 １３  年 ８ 月 筑紫鍼灸院
旧暦 文　 月
       七夕月
       初　 秋

養 生 之 暦

三
十
二

十
四
十
五
十
六
十
七
十
八
十
九 廿

廿
一
廿
二
廿
三
廿
四 一

1 2 103 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827
木水 月火 木 土 土

五 七
十
一

金

十
三

日水

廿
五
廿
六

土

廿
七

木

廿
八
廿
九 二

土木 金 月日

四

水

31

金

十

火月日

六

3029
木 火 水 金

八 九

金

月日

十
三

水火

十
二

上
弦

望 下
弦

処
暑

朔旧暦

月出 23:41
月没 12:34

日出 05:43
日没 19:00
月出 05:26
月没 19:24

日出 05:33
日没 19:15
月出 19:33
月没 05:08

◆
初
秋
　
七
日
立
秋
、
二
十
三
日
処
暑
。
気
分

と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
夏
で
す
が
暦
の
上
で
は
秋

で
す
。
早
起
き
や
午
後
三
時
過
ぎ
に
山
歩
き
を

し
て
み
る
と
、
日
出
と
日
没
の
時
刻
変
化
か
ら

秋
を
体
感
で
き
る
は
ず
で
す
（
山
の
夕
暮
れ
の

気
配
は
寂
寥
感
ひ
と
し
お
で
す
）
。

◆
今
年
の
残
暑
は
イ
ン
ド
洋
の
海
水
温
の
上
昇

が
関
係
す
る
ら
し
く
殊
の
外
き
び
し
い
と
い
う

予
測
が
出
て
い
ま
す
。
前
世
で
善
行
を
積
ん
で

い
た
せ
い
か
、
毎
日
涼
し
い
環
境
で
仕
事
が
で

き
て
有
り
難
い
も
の
で
す･

･
･
･
･
･

。

◆
患
者
さ
ん
Ｔ
さ
ん
の
お
題

◆
先
日
、
整
形
外
科
の
Ｍ
先
生
の
「
椎
間
板
ヘ

ル
ニ
ア
の
経
皮
的
レ
ー
ザ
ー
焼
灼
術
」
の
お
話

を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
太
め
の
針
を
腰

や
首
の
椎
間
板
の
中
ま
で
刺
し
、
針
先
か
ら
照

射
さ
れ
る
レ
ー
ザ
ー
の
熱
で
椎
間
板
の
一
部
を

蒸
発
さ
せ
、
神
経
や
靱
帯
を
圧
迫
し
痛
み
の
原

因
と
な
っ
て
い
る
出
っ
張
り
組
織
の
圧
力
を
下

げ
鎮
痛
を
図
る
と
い
う
治
療
法
の
よ
う
で
す
。

以
前
、
こ
の
治
療
を
受
け
た
患
者
さ
ん
の
経
過

が
思
っ
た
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
若
い
方

の
新
鮮
な
ヘ
ル
ニ
ア
が
適
応
か
な
と
早
合
点
し

て
い
ま
し
た
が
、
改
良
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で

高
齢
者
も
含
め
適
応
選
択
症
例
の
九
割
以
上
に

著
明
な
効
果
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま

だ
保
険
は
き
か
な
い
そ
う
で
す
が
、
有
効
性
が

高
く
身
体
的
お
よ
び
時
間
的
な
負
担
が
非
常
に

少
な
い
治
療
法
と
し
て
、
経
済
負
担
を
上
回
る

有
益
性
が
あ
る
よ
う
で
す
。

旧暦

no.60

六月 七月

短
夜
の
夢
は
う
つ
つ
か
蝉
時
雨

立
秋

月出 13:19
月没 23:46

夏
の
夜
の
星
の
宿
り
の
わ
く
ら
ば
の

　
　
　
憂
ひ
の
空
に
待
ち
つ
き
て
な
お

八
朔

旧
七
夕

　
　
寝
苦
し
き
一
夜
明
け
れ
ば
蝉
時
雨

　
我
流
応
答
で
一
句
二
句

　
　
蝉
時
雨
は
か
な
き
朝
の
目
ざ
め
か
な



平成 １３  年 ９ 月 筑紫鍼灸院
旧暦 葉　 月
       秋風月
       仲　 秋

養 生 之 暦

三
十
四

十
四
十
五
十
六
十
七
十
八
十
九 廿

廿
一
廿
二
廿
三
廿
四 一

1 2 103 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827
木 日月火 木 土 土

五 七
十
一

金

十
三

日水

廿
五
廿
六

土

廿
七

木

廿
八
廿
九 二

土 土金月日

四

水 金

十

火月日

六

3029
木 火 水 金

八 九

月日 水火

十
二

上
弦

望 下
弦

秋
分

朔旧暦

月出 23:49
月没 13:30

日出 06:03
日没 18:23
月出 05:25
月没 18:35

日出 05:53
日没 18:41
月出 19:14
月没 05:49

◆
仲
秋
　
七
日
白
露
、
二
十
三
日
秋
分
。
酷
暑

も
峠
を
過
ぎ
朝
夕
は
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
陽

も
日
一
日
と
短
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◆
先
日
、
十
名
の
中
学
生
を
引
き
連
れ
一
年
ぶ

り
の
久
住
登
山
。
天
気
予
報
は
七
十
％
確
率
で

曇
り
雨
な
る
も
、
前
週
台
風
で
延
期
し
て
お
り

小
雨
決
行
の
予
定
で
出
発
。
仮
眠
二
時
間
後
起

床
午
前
三
時
。
同
二
十
分
赤
川
出
発
。
幸
い
晴

天
に
恵
ま
れ
、
満
天
の
星
空
。
懐
中
電
灯
の
灯

り
を
頼
り
に
真
っ
暗
な
尾
根
道
を
滑
り
転
げ
な

が
ら
ワ
イ
ワ
イ
と
一
列
縦
隊
で
登
っ
て
い
く
と

山
道
を
覆
う
木
々
の
幹
の
間
か
ら
東
の
空
に
冬

の
星
座
オ
リ
オ
ン
。
オ
ー
ッ
と
歓
声
。
山
猿
に

も
ロ
マ
ン
の
芽
生
え
が
あ
る
の
か
と
思
わ
れ
る

も
そ
こ
は
ま
だ
サ
ル
、
昼
に
月
が
見
え
る
の
と

一
緒
や
ね
、
わ
か
っ
て
い
る
の
い
な
い
の
か
。

小
休
止
、
野
糞
を
た
れ
る
豪
傑
、
水
筒
の
水
を

飲
み
干
し
て
し
ま
う
ア
ホ
た
れ
、
熊
の
子
よ
ろ

し
く
じ
ゃ
れ
合
う
幼
稚
な
中
学
三
年
生
。
尾
根

筋
を
終
え
山
頂
の
取
り
付
き
は
最
険
路
、
し
ば

し
薄
明
を
待
つ
と
白
し
ら
と
明
け
行
く
眼
下
に

久
住
高
原
か
ら
阿
蘇
の
峰
々
、
東
方
に
は
祖
母

傾
の
山
の
連
な
る
大
パ
ノ
ラ
マ
。
再
び
一
同
ワ

ー
ッ
、
オ
ー
ッ
と
歓
声
。
鬼
軍
曹
の
新
兵
教
練

よ
ろ
し
く
追
い
立
て
て
一
気
呵
成
に
山
頂
め
ざ

し
、
登
頂
は
予
定
よ
り
三
十
分
早
く
五
時
半
、

御
来
光
を
拝
む
。
さ
す
が
に
柏
手
を
打
つ
の
は

止
め
て
お
く
。
握
り
飯
の
朝
食
後
下
山
は
扇
ケ

鼻
経
由
。
同
山
の
中
腹
は
一
面
の
ス
ス
キ
原
、

既
に
穂
は
開
花
し
つ
つ
あ
り
、
山
の
秋
は
も
う

半
ば
。
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な
下
山

路
、
転
ん
で
団
子
に
な
り
な
が
ら
文
句
た
ら
た

ら
の
有
無
を
言
わ
せ
ず
一
気
に
駆
け
下
る
。
お

か
げ
で
オ
ジ
サ
ン
の
右
膝
の
半
月
板
の
古
傷
が

痛
か
っ
た
。
九
時
半
、
全
員
ケ
ガ
も
な
く
無
事

赤
川
着
。
サ
ル
の
教
練
は
面
白
か
っ
た
。

旧暦

no.61

七月 八月

薄
明
の
う
つ
ろ
ふ
空
に
死
生
あ
り

白
露

月出 13:08
月没 23:12

ゆ
ふ
ぐ
れ
て
軒
先
照
ら
す
夕
顔
の

　
　
ぼ
ん
や
り
白
く
遠
き
夏
の
日

二
百
十
日

彼
岸
入
り

彼
岸
明
け



平成 １３  年 １０ 月 筑紫鍼灸院
旧暦 長　 月
       苗刈月
       晩　 秋

養 生 之 暦

三
十
四
十
五

十
五
十
六
十
七
十
八
十
九 廿

廿
一
廿
二
廿
三
廿
四 一

1 2 103 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827
木 日月火 木 土 土

五 七
十
一

金

十
三

日水

廿
五
廿
六

土

廿
七

木

廿
八
廿
九 二

土金月

水

四

水

31

金

十

火月日

六

3029
木 火 水 金

八 九

月日 水火

十
二

火月

十
六

上
弦

望 下
弦

霜
降

朔旧暦

月出 23:37
月没 13:23

日出 06:23
日没 17:44
月出 05:22
月没 17:41

日出 06:12
日没 18:03
月出 18:14
月没 05:33

◆
晩
秋
　
八
日
寒
露
、
二
十
三
日
霜
降
。
つ
る

べ
落
と
し
の
秋
の
陽
も
一
段
と
短
く
な
っ
て
い

ま
す
。
朝
夕
の
冷
え
が
ま
だ
心
地
よ
い
ほ
ど
の

時
候
で
す
。
節
気
も
寒
・
露
・
霜
と
冬
を
連
想

さ
せ
る
語
が
続
き
ま
す
。

◆
先
月
末
は
「
テ
ロ
」
衝
撃
で
テ
レ
ビ
に
釘
付

け
に
な
っ
て
寝
不
足
が
続
き
ま
し
た
。
二
機
目

が
南
棟
の
ビ
ル
に
突
っ
込
む
の
も
実
況
中
に
見

て
い
ま
し
た
。
映
画
で
も
あ
る
ま
い
し
、
と
の

最
初
の
印
象
か
ら
、
テ
ロ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
絶

望
の
深
さ
、
反
撃
に
よ
る
絶
滅
の
恐
怖
、
滅
亡

を
厭
わ
ぬ
さ
ら
な
る
破
壊
、
な
ど
な
ど
と
連
想

が
頭
の
中
を
駆
け
め
ぐ
り
ま
し
た
。
パ
レ
ス
チ

ナ
の
民
の
絶
望
の
深
さ
は
、
善
良
で
周
囲
の
信

望
も
厚
い
中
年
の
お
っ
さ
ん
が
自
爆
テ
ロ
に
お

よ
ん
で
い
る
と
い
う
彼
の
地
の
昨
今
の
情
勢
な

ど
か
ら
想
像
し
思
い
至
る
の
で
し
た
。
人
は
、

教
育
や
洗
脳
、
あ
る
い
は
聖
戦
と
い
う
教
義
な

ど
に
よ
っ
て
自
死
に
至
る
破
壊
や
攻
撃
を
な
し

う
る
、
と
い
う
見
方
は
眉
に
ツ
バ
で
し
ょ
う
。

強
い
意
識
を
も
っ
た
弱
者
、
そ
の
深
く
絶
望
し

た
「
思
い
」
に
共
振
せ
ず
し
て
、
テ
ロ
リ
ス
ト

も
自
死
に
至
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
、
彼
ら
が
本
当
に
自

ら
の
絶
滅
と
世
界
の
終
焉
を
も
覚
悟
し
て
い
る

の
か
で
す
。

◆
一
日
は
旧
暦
の
十
五
夜
で
す
が
、
月
齢
十
五

（
満
月
）
は
明
後
日
の
二
日
で
す
。
月
の
砂
漠

じ
ゃ
な
い
で
す
が
、
砂
漠
の
地
平
を
昇
る
満
月

を
一
度
は
観
て
み
た
い
も
の
で
す
。
礫
砂
の
乾

燥
地
帯
の
過
酷
な
自
然
に
暮
ら
す
民
に
と
っ
て

月
や
星
へ
の
思
い
は
、
こ
ん
な
情
緒
を
素
通
り

せ
ざ
る
を
得
ぬ
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
イ
ス

ラ
ム
の
象
徴
は
月
と
星
、
ユ
ダ
ヤ
の
そ
れ
も
星

な
の
で
す
か
ら
、
彼
ら
も
等
し
く
文
明
の
病
に

毒
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
仲
秋
の
澄
ん
だ

空
に
か
か
る
満
月
は
、
遠
い
砂
漠
の
空
に
も
き

っ
と
浮
か
ぶ
は
ず
で
す
。

旧暦

no.62

八月 九月

秋
風
に
死
し
て
希
ひ
は
極
ま
る
や

寒
露

月出 13:31
月没 23:43

人
は
み
な
我
が
こ
と
の
み
に
と
ら
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
悲
し
き
由
来

　
　
　
　
　
　
　
　
知
る
よ
し
も
な
し

十
五
夜

十
三
夜



平成 １３  年 １１ 月 筑紫鍼灸院
旧暦 神無月
       時雨月
       初　 冬

養 生 之 暦

三
十
四
十
五

十
六
十
七
十
八
十
九 廿

廿
一
廿
二
廿
三
廿
四 一

1 2 103 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827
木 日月 木木 土 土

五 七
十
一

金

十
三

日水

廿
五
廿
六

土

廿
七

木

廿
八
廿
九 二

土金 金

四

水金

十

火月日

六

3029
木 火 水 金

八 九

月日 水火

十
二

火月

十
六

上
弦

望 下
弦

小
雪

朔旧暦

月出 23:40
月没 13:04

日出 06:50
日没 17:16
月出 06:26
月没 17:24

日出 06:37
日没 17:27
月出 17:44
月没 06:14

◆
初
冬
　
七
日
立
冬
、
二
十
二
日
小
雪
。
暦
も

あ
と
二
枚
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
冬
も
ま
た
暖

冬
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
懐
の
方
は
ま
だ
ま
だ

暖
か
く
な
り
そ
う
に
な
い
よ
う
で
す
。

◆
最
近
仕
入
れ
た
情
報
か
ら
・
・
・
・
・

①
便
中
の
腸
内
善
玉
菌
と
ア
ト
ピ
ー
や
足
水
虫

な
ど
と
の
関
連
性
を
調
べ
た
ら
、
重
症
度
に
比

例
し
て
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
が
少
な
か
っ
た
。
腸
内

環
境
の
悪
化
が
こ
れ
ら
の
病
気
の
発
症
や
症
状

悪
化
に
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

②
今
年
の
八
月
末
ま
で
に
三
十
五
成
分
の
脳
循

環
・
代
謝
改
善
薬
が
再
評
価
で
有
効
性
が
認
め

ら
れ
ず
、
「
ボ
ケ
予
防
薬
」
は
ほ
ぼ
全
滅
と
な

っ
た
。
薬
に
頼
ら
な
い
脳
循
環
改
善
の
試
み
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
昼
寝
な
ど
の
生
活
改
善
療

法
、
音
楽
療
法
、
針
、
特
に
灸
頭
針
が
脳
血
流

量
の
増
加
に
有
効
と
の
説
も
あ
る
。

③
笑
い
は
障
害
さ
れ
た
脳
を
活
発
に
す
る
効
果

を
も
っ
て
い
る
。
心
か
ら
笑
っ
た
人
た
ち
は
脳

血
流
量
が
増
加
し
、
笑
え
な
か
っ
た
人
た
ち
は

む
し
ろ
減
少
し
た
。
笑
い
は
有
用
な
ス
ト
レ
ス

と
し
て
、
神
経
・
内
分
泌
・
免
疫
系
を
介
し
て

健
康
増
進
、
治
癒
促
進
効
果
を
持
つ
と
の
報
告

が
増
え
て
い
る
。

◆
一
年
以
上
継
続
的
に
鍼
治
療
を
し
て
い
る
肝

臓
や
腎
臓
の
慢
性
病
を
も
っ
た
患
者
さ
ん
の
、

自
覚
症
状
と
血
液
検
査
な
ど
の
経
過
を
み
て
い

る
と
、
症
状
と
検
査
値
は
必
ず
し
も
比
例
し
て

い
な
い
が
、
中
等
レ
ベ
ル
ま
で
の
病
状
で
あ
れ

ば
体
調
変
化
は
良
い
方
向
に
向
か
う
よ
う
な
印

象
。
こ
れ
は
直
接
臓
器
に
働
き
か
け
て
い
る
部

分
と
全
身
的
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
結
果
し
て

い
る
部
分
と
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

◆
こ
の
一
日
か
ら
当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
ま
す
。
一
年
前
か
ら
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
や
っ
と
で
す
。
ア
ド
レ
ス
は
宛
名
ラ
ベ
ル
の

下
に
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
お

あ
り
の
方
は
ど
う
ぞ
ご
笑
覧
下
さ
い
ま
せ
。

旧暦

no.63

九月 十月

名
月
を
飲
み
ほ
す
秋
の
露
天
か
な

立
冬

月出 13:19
月没 --:--

秋
風
の
身
に
し
む
空
に
月
さ
え
て

　
　
　
き
の
ふ
を
い
か
に
思
い
出
づ
ら
ん

文
化
の
日

勤労感謝の日



平成 １３  年 １２ 月 筑紫鍼灸院
旧暦 霜　 月
       雪待月
       仲　 冬

養 生 之 暦

三
十
四
十
五丗

十
七

十
八
十
九 廿

廿
一
廿
二
廿
三
廿
四 一

1 2 103 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827
木 日月 木 土土 土

五 七
十
一

日

十
三

日水

廿
五
廿
六

土

廿
七

木

廿
八
廿
九 二

土金 金

四

水

31

金

十

火月日

六

3029
木 火 水 金

八 九

月日 水火

十
二

火月

十
六

月

十
七

上
弦

望 下
弦

冬
至

朔旧暦

月出 --:--
月没 13:05

日出 07:15
日没 17:12
月出 07:24
月没 17:30

日出 07:04
日没 17:10
月出 17:35
月没 07:06

◆
仲
冬
　
七
日
大
雪
、
二
十
二
日
冬
至
。
暦
の

上
で
は
冬
も
峠
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
昼
間
が

最
も
短
い
冬
至
は
二
十
二
日
で
す
が
、
日
出
が

最
も
遅
い
の
は
来
年
の
一
月
二
日
か
ら
十
五
日

で
七
時
二
十
三
分
頃
、
日
没
が
最
も
早
い
の
は

今
月
の
一
日
か
ら
六
日
の
五
時
十
分
頃
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
天
文
薄
明
継
続
時
間
は
、
太
陽
の
高
度
が
マ

イ
ナ
ス
十
八
度
の
瞬
間
か
ら
高
度
ゼ
ロ
、
つ
ま

り
日
出
と
日
没
の
瞬
間
の
ま
で
の
時
間
を
さ
し

て
い
ま
す
。
日
出
没
前
後
の
朝
夕
の
う
す
明
る

い
時
間
帯
、
薄
明
と
暮
明
の
半
刻
で
す
。
こ
の

薄
明
時
間
は
天
文
計
算
で
は
お
お
よ
そ
一
時
間

半
前
後
で
す
が
、
人
間
の
感
覚
と
し
て
は
こ
の

半
分
、
五
十
分
間
程
で
し
ょ
う
。
薄
明
が
最
も

遅
い
一
月
上
旬
で
は
、
六
時
半
前
後
か
ら
東
の

空
は
白
み
始
め
、
暮
明
が
最
も
早
い
今
月
上
旬

で
は
、
六
時
頃
ま
で
は
西
の
空
は
う
す
ぼ
ん
や

り
と
明
る
い
わ
け
で
す
。

◆
し
ら
し
ら
と
明
け
ゆ
く
薄
明
の
頃
は
、
あ
か

つ
き
・
と
き
（
暁
）
、
あ
け
ぼ
の
（
曙
）
し
の

の
め
（
東
雲
）
な
ど
と
、
古
語
の
世
界
で
は
情

感
豊
か
に
語
ら
れ
ま
す
。
チ
ェ
ロ
キ
ー
・
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
の
リ
ト
ル
・
ト
リ
ー
の
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
薄
明
の
山
頂
に
立
ち
、
日
之
出
を
前
に
帽

子
を
取
り
、
「
世
界
は
ま
た
す
っ
か
り
生
き
か

え
っ
た
な
」
と
、
ト
リ
ー
に
語
り
何
か
を
伝
え

ま
し
た
。
三
文
の
得
の
本
当
の
意
味
も
こ
の
あ

た
り
に
あ
る
わ
け
で
、
忙
し
い
日
常
を
全
う
す

る
た
め
に
も
、
神
気
霊
気
に
触
れ
る
こ
の
刻
に

ひ
た
る
の
も
、
時
に
は
よ
い
も
の
で
す
。

◆
同
じ
薄
明
る
さ
で
も
、
う
す
墨
に
沈
み
ゆ
く

暮
明
の
頃
は
、
死
の
予
感
に
満
ち
た
寂
寥
感
と

何
か
し
ら
漂
う
妖
気
が
、
人
の
人
間
臭
さ
を
再

確
認
さ
せ
て
く
れ
る
わ
け
で
、
人
恋
い
し
さ
は

宵
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。

◆
薄
明
暮
明
と
も
に
じ
っ
く
り
と
味
わ
い
た
い

年
の
終
わ
り
で
す
。

旧暦

no.64

十
一

十月

見
送
り
て
見
あ
ぐ
る
空
の
高
さ
か
な

大
雪

月出 12:46
月没 --:--

遠
き
日
の
君
の
す
が
た
の
な
つ
か
し
く

　
　
　
　
　
　
　
生
き
て
今
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
我
は
昼
寝
す

月
望

日出 07:21
日没 17:18
月出 17:08
月没 06:57


